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一
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〇
二
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三
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二
六
二
六

司
発
行
責
任
者
　
竹

澤

英

男

必ず投票に行きましょう

群
馬
県
支
部
協
議
会

会
長

竹
澤
　
英
男

や
ロ
シ
ア
料
理
店

へ
の
中
傷

な
ど
、
多
発
す
る
ヘ
イ
ト
ク

ラ
イ
ム
に
は
不
快
感
を
覚
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
被
災
者
に
対
し
て
は

強
い
同
情
心
を
感
じ
る
の
に
、

ロ
シ
ア
の
戦
死
者
が
１
万
５

０
０
０
人
超
え
だ
と

い
う

ニ

ュ
ー
ス
を
聞

い
て
も
さ
め
た

反
応
し
か
わ
か
ず
、
さ
ら
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ヘ
の
支
援
募

金
に
応
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
Ｔ
Ｖ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

か
ら

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援

す
る
ほ
ど
戦
争
が
長
引
き
、

長
引
く
ほ
ど
戦
死
者
が
増
え

る
、
ロ
シ
ア
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

も
戦
死
す
る
人
は
み
な
被
害

者
だ
」
と
い
っ
た
論
調
の
コ

メ
ン
ト
を
聞
き
、
な
る
ほ
ど

と
感
じ
た
の
で
す
が
、
戦
死

し
た
ロ
シ
ア
の
兵
隊

へ
の
同

情
心
は
わ
か
ず
、
ロ
シ
ア
ヘ

の
嫌
悪
感
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
反
戦
平
和
主
義
者

の
つ
も
り
で
い
た
の
に
、
侵

略
者

へ
の
抗
戦
の
た
め
最
後

の

一
兵
卒
ま
で
戦
わ
せ
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、

そ
ん
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
論

法
に
は
全
く
思
い
が
及
ば
な

い
ま
ま
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の

広
が
り
を
願

っ
て
い
た
の
か

と
思
う
と
、
た
だ
た
だ
悲
惨

な
戦
争
が
治
ま
る
こ
と
を
祈

る
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
者
数
は

高
止
ま
り
の
ま
ま
で
す
が
、

重
傷
者
の
増
加
傾
向
が
お
さ

ま
り
各
種
規
制
も
解
除
さ
れ
、

ま
さ
に
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の
社

会
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ

禍
社
会
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
と
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ

と

も

、

ま

さ

に

ト

レ

ー

ド

オ

フ
の
関
係
で
す
。

こ
の
よ
う
な
多
面
的
多
様

な
社
会
問
題
を
解
決
し
て
暮

ら
し
や
す
さ
を
取
り
戻
す
唯

一
の
方
法
は
、
私
た
ち
の
意

思
を
反
映
し
て
く
れ
る
代
表

者
を
国
会
に
送
る
こ
と
で
す
。

７
月
１０
日
は
参
議
院
選
挙
投

票
日
必
ず
投
票
し
ま
し
よ

つヽ
―

支部協の受付体制は

群馬県支部協議会の受付業務は4月から平日 (月～金)常駐といたします

受付時間 10:00～ 15:00
時間外は留守番電話になります

電話/FAX:027… 327… 2626

３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の

閉
塞
感
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
か
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
悲
惨
な
戦
況

が
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
ロ

シ
ア
の
暴
挙
が
も
た
ら
す
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
悲
劇
を
、
毎
日

の
よ
う
に
報
じ
て
お
り
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
ソ
連
時
代

の
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
を
連
想
す
る
く
ら
い
の
知

識
し
か
持

っ
て
い
な
か

っ
た

た
め
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
関

す
る
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読

ん
で
も
紛
争
の
原
因
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ロ
シ

ア
で
内
戦
が
始
ま

っ
た
の
か
、

と

い
う
程
度
の
認
識
で
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
ロ
シ
ア

非
難
が
強
く
な
り
、
ロ
シ
ア

語
の
駅
構
内
表
示
板
の
撤
去

乙 〓
Ｆ
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第111号 い   き   が   い 令和 4年 7月 1日 (2)
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法
律
勉
強
会
へ
参
加

五
月
十
三
日
、
伊
香
保

木
暮
ホ
テ
ル
に
お
い
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
労
組
群
馬
県
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
主
催

の

「法
律
勉
強
会
」
が
開
催

さ
れ
、
本
会
よ
り
会
長
以

下
４
名
で
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
顧
問
弁
護
士
の
山
田
さ

ん
よ
り

「
色
々
な

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
の
講

話
が
あ
り
、
改
め
て
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「違
反
の
な
い
選
挙
を

ど
う
闘

つゝ
か
」
と
い
う
題

で
五
百
蔵
洋

一
弁
護
士
よ

り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

そ
の
後
、
石
橋
み
ち
ひ

ろ
候
補
の
現
状
の
政
治
活

動
の
中
心
に
つ
い
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
に
て
演
説
が
あ
り
ま
し

た
。五
百
蔵
弁
護
士
の
講
話

内
容
は
、
選
挙
運
動
の
定

義
と
公
選
法
違
反
罪
名
、

公
示
日
前
に
政
治
活
動
は

出
来
る
が
、
実
際
は
事
前

運
動
と
政
治
活
動
の
区
別

は
難
し
い
。
金
銭
支
出
の

合
法

・
違
反

・
文
書
違
反

等
具
体
的
で
分
か
り
や
す

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
と
め
る
と
、
金
銭
は

気
を
付
け
る
、
法
定
内
の

実
費
弁
償
し
て
も
ら
う
領

収
等
で
後
払
い
が
安
全
―

食
事
等
は
割
り
勘
で
―

運
動
員
で
も
労
務
者

尾
身
美
智
子

（沼
田
市
）

目
目
回

【二
十
四
人
】

ｏ
四
月
小
峰
　
成
子

（安
中
市
）

安
田
　
麗
子

（高
崎
市
）

池
　
　
照
男

（大
田
市
）

２

０

２

２

１
２

～

２

０

２

２

・
５

（登
録
不
要
）
と
、
登
録

し
た
選
挙
事
務
員
は
、
有

権
者
に
向
か
っ
て
投
票
依

頼
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
―
・

車
上
等
運
動
員
は

車
上
以
外
で
の
運
動
は
出

来
な
い
―
。

そ
れ
以
外
の

者
は
報
酬
の
支
給
も
出
来

な
い
―
・
等
現
在
は
、
か

な
り
の
縛
り
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
大
い
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
闘
争
が
始

ま

っ
て
い
ま
す
。
退
職
者

の
会
の
会
員
は
、

「
そ
の

他
の
者
」
で
選
挙
事
務
所

か
ら
依
頼
さ
れ
た
運
動
員

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
た

ま
た
ま
道
や
電
車
等
内
で

知
人

へ
支
持
を
訴
え
る
の

は
可
能

・
電
話
で
投
票
依

頼
も
出
来
る

。
個
人
演
説

会
で
弁
士
と
し
て
演
説
も

可
能
で
す
。

３
年
前
の
参
議
院
選
挙

で
、
河
井
克
行

・
案
里
議

員
の
金
を
配

っ
た
違
反
も

あ
り
ま
し
た
。
警
察
は
金

銭
が
ら
み
の
事
件
に
熱
心

で
あ
る
。

金
銭
に
か
ら
ま
な
い
文

書
違
反
や
個
別
訪
間
は
連

座
が
適
用
さ
れ
な
い
が
、

金
銭
が
絡
ん
だ
事
件
で
は

連
座
が
適
用
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
　

　

（高
岸
）

目
ロ
ロ
【三
十
五
人
】

石
井
　
敏
男

原
沢
　
正
男

都
丸
　
宏

一

ｏ
六
月
横
尾
　
節
子

大
沢
　
保
宏

吉
原
　
幸
夫

白
石
久
美
子

大
和
　
　
進

馬
渕
　
俊

一

赤
石
　
文
夫

角
屋
栄
三
郎

田
中
恭
仁
子

回
闘
目
【四
人
】

ｏ
四
月
松
浦
ヤ
ス
子

松
本
　
治
子

南
　
　
一二
代

ｏ
五
月
斉
木
い
と
子

情報労連群

●
四
月
高
柳
　
直
吉

新
井
　
和
美

伊
藤
　
利
明

小
倉
　
　
博

久
下
　
善
市

小
暮
　
光
司

町
田
　
庄
司

菅
野
　
啓

一

沼
田
　
隆
行

千
野
　
一
光

荻
原
　
　
信

武

　

修
三

広
瀬
　
和
由

小
林
　
文
男

林
　
美
代
子

●
五
月
曽
根
　
伸

一

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（み
ど
り
市
）

（桐
生
市
）

（大
田
市
）

（沼
田
市
）

（高
崎
市
）

●

荒 中 寺 松 五
木 宮 田 田 月

須 須 中 新 大 田 布 宮 金 高 持 馬
藤 藤 里 井 倉 島 川 沢 澤 橋 田 場

政 征 光 良 芳 久 泰 紘 幸 園  清
子 男 恵 平 子 雄 男 一 枝 子 巧 志

多
胡
　
久
芳

角
田
　
弘
行

河
田
　
定
男

渡
辺
　
　
昇

下
田
　
真

一

大
澤
　
潤

一

神
沢
三
千
代

久
保
　
辰
生

栗
田
　
晴
夫

大
須
賀
哲
也

小
林
清
水
六
月
大
竹
中
嶋
須
田
山
田
中
里
松
井

明
子
英
昭

健

一

克
江
敏
郎
陽
子旦
ユ
敏久

克
己
正
美
勝
利

手
島
　
　
透

木
村
　
り県
三

関
田
　
宜
明

関
　
亜
刀
美

河
野
　
陽
子

（安
中
市
）

（高
崎
市
）

（甘
楽
郡
）

（富
岡
市
）

（前
橋
市
）

（桐
生
市
）

（桐
生
市
）

（桐
生
市
）

（な
ど
り
市
）

（渋
川
市
）

（沼
田
市
）

（佐
野
市
）

（高
崎
市
）

（前
橋
市
）

（前
橋
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（館
林
市
）

（吾
妻
郡
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（富
岡
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（桐
生
市
）

（大
田
市
）

（吾
妻
郡
）

（吾
妻
郡
）

（高
崎
市
）

（高
崎
市
）

（藤
岡
市
）

（富
岡
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（伊
勢
崎
市
）

（大
田
市
）

（渋
川
市
）

（沼
田
市
）

（沼
田
市
）

（利
根
郡
）

（沼
田
市
）

（高
崎
市
）

（館
林
市
）

Ｌヽく
―
イー
ノ

ｆ
‐ヽ１
０

＝
川
ヨ
ーー
ヽ

（前
橋
市
）

（６９
歳
）

ヽ
１

一́え

ノ

ｆ
／
一圧
ヽ

（８０
歳
）

（７８
歳
）

（７８
歳
）

（７６
歳
）

（８９
歳
）

（８２
歳
）

１ヽ
〓た
ノ

″８
■応
ヽ

（７０
歳
）

（７７
歳
）

（８７
歳
）
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(3)第 111号 い   き   が   い 令和 4年 7月 1日

上
ニ
ロ

タ

ー

ブ
田
一

Ｄ
■
ヽ

ヒ
つ
一ま
‥
Ｌ
）

前
橋
地
区
協
も
長
び
く
、

コ
ロ
ナ
禍
に
は
、
手
も
足

も
出
ず
、
約
２
年
以
上
活

動
が
行
え
な
い
の
が
現
状

で
す
。

こ
の
ま
ま
で
す
と
、
会

の
存
在
が
間
わ
れ
な

い
か

と
心
配
で
す
。
新
た
な
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
減
少
傾
向

で
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
幹
事

会
を
開
き
、
活
動
計
画
を

練
ろ
う
か
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

【役
員
紹
介
】

会
　
長
　
　
登
坂
銀
次
郎

副
会
長
　
　
松
倉
　
俊
之

副
会
長

　

塩
原
え
つ
子

事
務
局
長
　
大
泉
　
秋
利

事
務
局
次
長
　
持
田
と
も
子

事
務
局
次
長
　
金
子
　
貴
子

会
計
監
査
　
星
野
　
芳
子

会
計
監
査
　
片
山
　
勝
亮

連
絡
員
会
議
報
告

４
月
２２
日

（金
）
Ｈ
時
か
ら
渋

川

・
雷
亭
に
て
、
２
０
２
１
年
度

の
連
絡
員
会
議
を
新
連
絡
員
５
名

を
含
め
２２
名
で
開
催
。
会
員
数
は

５
月
末
現
在
で
２５０
名
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年
間
、
行

事
予
定
す
ら
立
て
ら
れ
な
い
様
な

状
況

で
し
た
が
、
Ｈ
月

の
総
会

（地
区
協
）
時
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
予
定
い
た
し
ま
し
た
。

未
経
験
者
の
方
も
歓
迎

い
た
し

ま
す
の
で

一
緒
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
皆
で
お
楽
し
み
ま
し
よ
う
―

t燎
・・

二
〓
ロ

′

―
，
日
一

Ｄ
■
ヽほっヒ

●
活
動
の
柱
●

・
総
会
、
幹
事
会
の
開
催
。

そ
の
後
の
懇
親
会

ｏ
旅
行
会

・
八
イ
キ
ン
グ

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
カ
ラ
オ
ケ

0  0

小川弘次副会長    剣持たつ子副会長   関口五市事務局長   石田健治会長

層

楔
書FI■ 籍|

膠 扁



第111号 い   き   が   い 令和 4年 7月 1日 (4)

地
区
協
だ
よ
り

に
新
緑
に
景
色
が
変
わ
り
心

を
和
ま
し
て
く
れ
た
。

地
区
協
の
行
事
の
進
捗
は

現
在
２０
％
以
下
で
ど
う
し
よ

う
か
な
と
思
い
つ
つ
過
ぎ
去

っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
は
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
早
々
に
事
務
局
会

議
を
開
催
し
な
け
れ
ば
と
悩

ん
で
い
ま
す
。
５
月

Ｈ
日
ミ

ニ
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
天

気
は
晴
れ
、
雨

と
交
互
に
や

っ

て
く
る
の
で
心

配
し
て
い
ま
し

た
が
当
日
は
天

気
も
良
く
絶
好

の
大
会
日
和
で

し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
タ
ン
ポ

ポ
と
ク
ロ
ー
バ

が
長
く
伸
び
て

お
り
、
い
つ
も

よ

り

も

ワ

ー

と

か
キ
ャ
ー
と
か

ナ
イ
ス
と
か
が
多
く
、
コ
ロ

ナ
を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う

に
多

い
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ

シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等

ニ
ュ

ー
ス
を
聞
く
た
び
に
少
な
か

ら
ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

の
ご
ろ
、
仲
間
と

一
緒

の
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
は
み
ん

な
の
気
持
ち
を
晴
れ
晴
れ
と

し
て
く
れ
た
。

結

果

は
優

勝

（
新

井
常

夫
）
。
準
優
勝

（大
澤
保
宏
）
、

３
位

（土
門
満
良
）
で
し
た
。

い
つ
も
頑
張

っ
て
い
る
中

島
章
夫
様
、
岩
村
正
巳
様

ク米
寿
″
元
気
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

山
歩
会
八
イ
キ
ン
グ

クミ
ツ
マ
タ
群
生
地
と

鶏
足
山
ク

土
屋
　
裕
寿

３
月
２３
日

（水
）
高
崎
地

区
協
議
会
山
歩
会
に
よ
る
、

栃
木
県
茂
木
町
に
あ
る

ク
ミ

ツ
マ
タ
群
生
地
″
と
そ
の
群

生
地
を
従
え
る

ク鶏
足
山

・

焼
森
山
ク
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
９
名
で
浜
川
運
動

公
園
駐
車
場
を
朝
７
時
半
に

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
、
栃

木
県
茂
木
町
へ
９
時
半
ご
ろ

到
着
。
ミ
ツ
マ
タ
の
最
盛
期
は
群

生
地
近
く
の
駐
車
場
が
利
用

で
き
な
い
た
め
、
指
定
駐
車

場
か
ら
有
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
群
生
地
の
入
口
ま
で
往

復
し
ま
し
た
。

群
生
地
入
口
か
ら
は
、
山

の
斜
面
に
群
生
し
た
ミ
ツ
マ

タ
の
黄
色
い
花
を
３０
分
く
ら

い
か
け
て
歩
き
な
が
ら
観
賞
。

こ
の
日
は
前
日
に
降
雪
が
あ

り
、
雪
化
粧
し
た
珍
し
い
ミ

ツ
マ
タ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
の
皆
さ
ん
は
ハ
イ
キ
ン

グ
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
安
全
第

一
で
転
ば
な
い
よ
う
に
且
つ

自
分
の
体
力
に
応
じ
た
ペ
ー

ス
で
、
楽
し
ん

で
歩
き
き
り
ま

し
た
。
ミ
ツ
マ
タ
観

賞
で
約

３０
分
、

鶏
足
山

ハ
イ
キ

ン
グ
に
約
１
時

間
半
、
鶏
足
山

山
頂

で
昼
食

に

約
３０
分
、
焼
森

山
も
歩
き
、
男

体
山
や
燃
ケ
岳

を
眺
め
な
が
ら

下
山
に
約

１
時

間
半

の
計
約
４

時
間

の
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

高
崎
地
区
協

こ
の
こ
ろ
の
活
動
状
況

新
井
　
常
夫

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
ま
ま

な
ら
ず
例
年
と
違
い
今
年
の

「さ
く
ら
」
は
眩
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
が
ア
ッ
と
言
う
間



(5)第 111号 い   き   が   い 令和 4年 7月 1日

渋
川
地
区
協

連
絡
員
会
議
模
様
石
田
　
健
治

四
月
二
十
二
日
、
渋
川

市

。
雷
亭
に
お
い
て
、
今
年

度
の
連
絡
員
会
議
を
二
十

一

名
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
感
染

防
止
対
策
を
遵
守
し
、
短
時

間
で
終
了
す
る
よ
う
配
慮
し

ま
し
た
。

会
議
は
、
小
川
副
会
長
の

司
会

。
進
行
で
行
い
、
自
己

紹
介
、
石
田
会
長
の
現
状
報

告
及
び
今
後
の
活
動
予
定
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
事
務
局
か
ら

「
い
き
が
い
」
へ
の
投
稿
依

頼
、
ま
た
会
員
の
動
向
把
握

の
協
力
依
頼
を
し
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
。
蝙
．「グ
ら

燿
〓

．．ゞ

・１

太

田
地
区
協

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

「い
き
い
き

カ
ラ
ダ
づ
く
り
」
を
！

～
た
だ
い
ま
同
好
者

（会
員
）
募
集
中
～

川
上
　
利
由

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も

い
い

が
、　
一
層
の
会
員
相
互
の
親

睦
交
流
や
健
康
増
進
に
む
け

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
友
の
会
」

（仮
称
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

③
ゴ
ル
フ
よ
り
少
し
運
動
量

は
あ
る
が

一
般
的
な
ゴ
ル
フ

よ
り
手
軽

（簡
単
な
ル
ー

ル
・
帽
子
、
運
動
靴
、
散
歩

的
服
装

。
貸
ク
ラ
ブ
‐００
円
な

ど
）
と
い
っ
た
こ
と
が
老
若

男
女
を
問
わ
ず
こ
れ
が
カ
ラ

ダ
に
良
い
と
最
近
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
地
区
協
内
に

は
桐
生
地
区
と
の
市
境
に
市

管
理
の
渡
良
瀬
川
河
川
敷
専

用
コ
ー
ス

（写
真
）
が
設
置

（
６
コ
ー
ス

奮々
６
ホ
ー
ル

ｐ
ａ
ｒ
３３
）
さ
れ
プ
レ
ー
ヤ

ー
で
連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。
梅
雨
明
け
に
は
体

験
会
を
も
兼
ね
た
交
流
大
会

を
計
画
中
で
す
。
皿
ハ味
の
あ

る
方
、
事
前
に

一
度
見
学
し

て
み
た
い
方
は
案
内
し
ま
す
。

桐
生
地
区
協
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
見
て
く
だ
さ

.ギ

l勒
‐‐‐

1・
°
メ

―
′
マ

‐

‐
．
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第111号 セヽ   き   が   い 令和 4年 7月 1日 (6)

富
岡
地
区
協

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

地
区
大
会
開
催

江
原
　
俊
弘

令
和
４
年
の
第
１
回
富
岡

地
区
協
Ｇ
Ｇ
大
会
が
４
月
２６

日

（火
）
に
、
富
岡
市
北
部

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
、
今
年
こ
そ
は

と
秘
め
た
熱
い
思
い
を
胸
に

１３
名

（男
性

一
８
人
、
女

性

¨
５
人
）
が
集
ま
り
ま
し

た
。
競
技
は
、
お
互
い
の
プ

レ
ー
を
意
識
し
な
が
ら
も
楽

し
く
進
み
、　
一
進

一
退
の
白

熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

途
中
休
憩
を
は
さ
み
３
ゲ

ー
ム

（２４
ホ
ー
ル
）
の
熱
戦

の
結
果
は
、
優
勝
　
江
原
俊

弘
５６

（ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ー

回
）、
準
優
勝

中
嶋
秀
夫
５７

（ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ー
回
）、

３
位
　
渡
辺
恭
秀
５７

（ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
ー
回
）
と
な
り

ま
し
た
。

表
彰
式
後
の
話
し
合
い
で
、

次
回
の
地
区
大
会
か
ら
は
ハ

ン
デ
イ
キ
ャ
ツ
プ
制
を
導
入

す
る
と
い
う
方
針
に
な
り
ま

し
た
。
さ
て
、
ど
ん
な
結
果
に
な

る
や
ら
、
次
回
の
地
区
大
会

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

藤
岡
地
区
協

Ｇ
Ｇ
地
区
大
会
開
催

中
村
　
桂
子

雲

一
つ
無
い
絶
好
の
Ｇ
Ｇ

日
和
に
恵
ま
れ
た
５
月
２８
日

（土
）
、
保
美
憩
い
の
広
場

で
参
加
者
９
名

（男
性
８

名

。
女
性
１
名
）
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

前
日
の
栃

木
市
内
散
策

レ
ク
の
疲
れ

も
あ
り
ま
し

た
が
、
力
み

が
抜
け
て
好

プ
レ
ー
の
シ

ー
ン
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
も

上
手
く

つ
き

合

い
、
体
を

動
か
し
な
が

ら
仲
間
と
楽

し
み
６０
代

・

７０
代
を
乗
り

越
え
８０
歳

ヘ

大
先
輩

（８０
代
）
が
又
も
や

優
勝
へ
、
練
習
が
足

ら
な
い
と
言
わ
れ
る
始
末

そ
の
後
場
所
を
移
し
て
ラ

？
？
？
を
食
べ
な
が
ら
表
彰

式
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

優
　
勝
　
飯
塚
　
徹
道

準
優
勝
　
吉
原
　
幸
夫

３
　
位
　
中
村
　
利
雄

藤
岡
地
区
協
の
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
週
１
回

（土
曜

日
）
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
役
員

・
連
絡
員
会
議
の
開
催

反
町
　
幸
雄

役
員

・
連
絡
員
会
議
を
４

月
２８
日

（木
）
徳
樹
庵
で
９

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
で

有
り
ま
し
た
が
全
員
の
参
加

で
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
説

明
。

立 ニ

厖兄

技
は

軍

¬暉口‐



(7)第 111号 い   き   が   セヽ 令和 4年 7月 1日

ハ
イ
キ
ン
グ
の
実
施

（蔵

の
街
栃
木
）
、
新
た
の
施
策

は
女
性
の
た
め
の
美
容
教
室

の
開
催
、
ソ
バ
打
ち
教
室
の

開
催
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

参
加
者
の
拡
大
と
充
実
を
図

る
。
以
上
を
決
め
て
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
を
徹
底
し
て
と
り

く
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

楽
し
い
作
品
づ
く
り

高
崎
地
区
協
新
木
　
享
子

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
収
ま

り
ま
せ
ん
が
、
パ
ツ
チ
ワ
ー

ク
サ
ー
ク
ル
は
窓
を
開
け
、

机
を
消
毒
し

マ
ス
ク
を
し

て
作
品
づ
く

り
を
頑
張

つ

て
い
ま
す
。

昨
年
は
ユ

ー
ホ
ー
ル
で

の
作
品
展
に

も
出
展
し
ま

し
た
。
写
真
は
最

近
完
成
し
た

「
ュ
リ
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ

ス
キ
ル
ト
」

と

「
サ
コ
ッ

シ
ュ
」
で
す
。

ュ
リ
の
華
や

か
さ
と
楽
し

い
イ
ラ
ス
ト

の
サ
コ
ツ
シ
ュ
は
見
て
い
て

パ
ワ
ー
を
も
ら
え
ま
す
。

一
つ

一
つ
の
作
品
の
完
成

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

赤
城
フ
ァ
ー
ム
だ
よ
り

前
橋
地
区
協
大
泉
　
秋
利

大
麦
小
麦
が
黄
金
に
輝
く

麦
秋
の
季
節
に
な

っ
て
き
ま

し
た
。

２５
年
目
を
迎
え
た
赤
城
フ

ァ
ー
ム
も
、
南
米
原
産
の
ア

ン
デ
ス
レ
ツ
ド
が
薄
紫
の
花

を
咲
か
せ
、
収
穫
間
近
な

っ

て
い
ま
す
。
会
員
７
名
が
そ

れ
ぞ
れ
の
区
画
で
、
自
分
に

合

っ
た
野
菜
を
自
己
流
に
作

っ
て
い
ま
す
ｃ

そ
の
数
何
と
４０
品
種
以
上

あ
り
、
中
で
も
人
気
は
玉
ね

ぎ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
、

ト

マ
ト
な
ど
で
す
。
連
日
４

～
５
名
が
早
朝
よ
り

「草
を

見
ず
し
て
草
を
取
る
」
を
実

践
し
、
そ
の
後
は
井
戸
端
会

議
で
お
開
き
。
土
と
草
の
中

で
毎
日
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

い
ま
す
。

♂電ヽ‐ 0 0‐
碁詭
り

pota.to e$$Plan+

●
onion
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第111号 い   き   が   い 令和 4年 7月 1日 (8)

春
が
き
て
沼
田
地
区
協
小
林
美
知
子

桜
が
満
開
に
な
り
、
近
く

に
あ
る
虚
空
蔵
山
に
登
り
ま

し
た
。
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
か

ら
三
十
分
位
で
頂
上
で
す
。

す
み
れ
も
咲
い
て
木
々
も
芽

吹
き
が
始
ま
り
、
緑
が
さ
わ

や
か
で
す
。
帰
り
は
遠
廻
り

し
、
桜
並
木
の
下
を
歩
き
ま

し
た
。
田
園
プ
ラ
ザ
の
パ
ン

屋
さ
ん
に
寄
っ
て
出
た
ら
、

嵐
の
よ
う
な
強
風
と
冷
た
い

雨
で
急
変
し
、
低
い
山
で
も

油
断
で
き
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
暖

か
く
な
る
と
家
庭

菜
園
が
始
ま
り
ま

す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
ネ
ギ
が
大
半
で

す
が
、
夏
野
菜
を

連
作
に
な
ら
な
い

よ
う
に
畑
を
眺
め

て
思
案
し
て
い
ま

す
。
去
年
は
、

つ

つ
じ
の
中
に
ス
ズ

メ
蜂
が
段
に
巣
を

作
リ
ブ
ン
ブ
ン
飛

ん
だ
の
で
、
今
年

は
枝
を
払
い
、
蜂
を
寄
せ
つ

け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

す
。
最
近
は
、
健
康
の
た
め

に
三
分
ご
と
に
緩
急
つ
け
て

歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

持
続
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

あ
る
日
の
事

渋
川

・
吾
妻
地
区
協

石
田
千
鶴
子

三
月
下
旬
、
い
つ
も
の
様

に
暇
に
ま
か
せ
散
歩
に
出
た
。

帰
り
道
、
男
の
子
が
近
寄
っ

て
来
た
。

「お
ば
ち
ゃ
ん
、

こ
こ
は
自
転
車
、
お
ば
ち
や

ん
は
こ
っ
ち
」
と
歩
行
者
側

を
教
え
て
く
れ
た
。

「気
を

つ
け
る
ね
、
あ
り
が
と
う
」

と
別
れ
た
。
こ
の
男
の
子
、

聞
け
ば
四
月
か
ら

一
年
生
と

の
こ
と
、
き
っ
と
親
御
さ
ん

か
ら
し
つ
か
り
教
わ
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
。

そ
れ
か
ら

一
か
月
、
自
治

会
の
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
の
全
体
会
議
が
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生
活
を

校
長
先
生
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
見

た
。
手
間
暇
掛
け
た
授
業
内

容
に
感
無
量
だ
っ
た
。
子
供

た
ち
も

一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
様
子
に
、
こ
れ
だ
つ

た
ら
親
御
さ
ん
も
安
心
し
て

い
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
前

述
の
男
の
子
も
、
も
う
学
校

に
慣
れ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
何
時
ま
で
も
そ
の
素
直
な

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
。

写
真
撮
影
で
多
忙
で
す

渋
川

・
吾
妻
地
区
協

田
中
　
　
巧

写
真
撮
影
は
３０
代
の
こ
ろ

か
ら
始
め
て
退
職
後
は

一
段

と
忙
し
く
な
り
撮
影
に
飛
び

回

っ
て
お
り
ま
す
。
山
の
中

で
動
物
と
遭
遇
す
る
の
が
最

高
で
す
。
相
手
の
目
を
見
て

レ
ン
ズ
を
向
け
る
と
ほ
と
ん

ど
逃
げ
ま
せ
ん
。
自
然
風
景

と
動
物
は
最
高
の
被
写
体
で

感
謝
し
て
良

い
作
品
が
出
来

る
と
信
じ
毎
日
鍛
錬
し
て
お

り
ま
す
る
。

最
近
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

写
真
展
が
出
来
ま
せ
ん
が
家

の
周
り
で
ヵ
メ
ラ
と
遊
ん
で

お
り
ま
す
。
最
近
感
じ
た
の

は
相
手
を
気
づ
か
う
、
人
間

の
側
が

一
歩
引
い
て
対
処
す

る
気
持
ち
が
大
切
と
感
じ
て

き
ま
し
た
。



(9)第 111号 い   き   が   セヽ ↑和 4年 7月 1日

バ
ラ
が
満
開

藤
岡
地
区
協
反
町
　
幸
雄

畑
に
あ
る
バ
ラ
が
満
開
に

な
り
ま
し
た
。
大
き
い
花
、

小
さ
い
花
、
香
り
の
す
る
花
、

無
香
の
花
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
好
み
は

赤
と
黄
色
で
す
が
二
色
だ
け

で
は
楽
し
み
が
な
い
の
で
多

く
の
種
類
を
植
え
て
あ
り
ま

す
。
赤
と
黄
色
は
香
り
が
強

く
畑
仕
事
を
し
て
い
て
も
気

分
爽
快
で
す
。
バ

ラ
園
に
行
け
な
い

お
年
寄
り
が
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い

る
の
で
綺
麗
な
花

が
咲
く
よ
う
に
手

入
れ
を
し
て
い
ま

す
。

蜆
:    

‐

`卜
、｀せ

ン//ノ 者″
再度超難問に挑戦してください |

正解者 3名様に 3000円のグオカードを贈呈します
(正解者多数の場合は抽選 )

当選者と解答は次号に掲載します

団置

数独を解きましたら太枠部分の 3つの

数字を左から答えてください

歴議日
はがきに、郵便番号 住所 氏名 解答 (3つの数字)を記入
機関誌「いきがい」への要望、感想を書き添えてください

370-0829高崎市高松町 1 3 NTT労組退職者の会 懸賞係まで
応募は群馬県支部協議会の会員に限ります

締め切り :7月末日到着

■

解答を8月 6日 に

掲載します。

QRコー ド参照

前回の解答 189
応募総数 24件 正解 24件
当選者 高崎地区協 飯塚禎司様

前橋地区協 青木弘雄様
太田地区協 根岸勝臣様

厳正な抽選の結果当選者に

フオカードを贈呈しました

3
7 5 4

3 2

4 5 6
‐7
′ 8

2
6 5

9 5 7 3 6 2 8 4
2 6 8 7 4 5 3 9
3 4 8 5 9 2 7 6
2 6 5 8 9 4 7 3
8 9 4 3 7 6 2 5
4 7 3 2 5 6 9 8
6 9 4 7 8 3 5 2
7 2 9 4 5 8 6

5 8 6 2 3 9 4 7

3



第111号 セヽ   き   が   い

排
　
句
　
　
「白
台
題
」

風
船
の
プ
ー
ド
ル
作
る
手
際
か
な

薔
養
口
の
石
に
揺
ら
め
く
水
の
影

高
崎
地
区
協
　
十
島

紅
臼
の
本
り
聰
き
た
や
沈
丁
花

葉

っ
ぱ
切
り
絵
空
に
浮
か
ん
で
光
る
春

渋
川

・
薔
妻
地
区
協
　
塩
野
　
鞠
子

ム
羅
の
果
て
ま
で
口
水
張
ら
れ
け
り

夏
草
や
縄
丈
人
の
水
場
琳

沼
口
地
区
協
　
平
井
　
依
江

柳

‐

い
き
が

い
で
馴
染
み
の
名
前
見
て
ふ
ふ
ふ

そ

っ
と
末
帰
り
楽
し
き
語
れ
な

い

相
生
地
区
協
　
　
長
丼
　
わ
子

鏡
見
て
　
ニ
ッ
コ
リ
笑

つ
て
　
ガ
ン
バ
ロ
ー

自
分

へ
の
　
た
渡
歌
で
す
　
川
柳
は

老
着
の
　
友
あ
り
嬉
し
　
わ
が
人
生

太
口
地
区
協
　
　
大
澤
　
曜
子

手
相
見
は
　
当
た
ら
な
く
て
も
　
金
は
と
る

こ
の
蛉
じ
ゃ
　
え
が
と
れ
な

い
　
交
べ
衣
題

太
口
地
区
協
　
　
美
さ
ん

友
九
十

蝶
乱
舞

春
の
雲
見

つ
め
は
る
か
な
国
憂
う

春
光
や
ゆ

っ
く
り
ね
じ
巻
く
オ
ル
ゴ
ー
ル

渋
川

・
吾
妻
地
区
協
　
定
方
き
ぬ
子

外

つ
日
は
戦

い
の
十
こ
こ
は
春

の
ど
か
と
云
う
言
葉
そ
の
ま
ま

一
日
終
え

渋
川

・
吾
妻
地
区
協
　
大
澤
　
曜
子

見
渡
せ
ば
ど
ち
ら
を
見
て
も
慟
笑
う

レ
ン
ゲ
摘
む
親
子
の
会
託
平
わ
な
り

渋
川

・
薔
妻
地
区
協
　
漏
口
　
知
え

麦
塔
機
の
材
を
返
す
赤
城
薔

潮
の
本
の
五
臓
六
腑
に
浅
利
汁

渋
川

・
吾
妻
地
区
協
　
高
橋
富
士
子

圭
子

未
だ

つ
ば
み
の
　
出
桜

そ
の
青
春
は
　
傍
く
て

前
橋
地
区
協
　
星
野
　
芽
子

〕ll

薔さんの投稿をお待ぢしています
テーマは自由、体験談、友達紹介、趣味のこと、ペット自慢、孫自慢、わが町紹介

(名所 。旧跡・グルメ等)俳句、川柳、短歌、絵手紙etc
l.原稿は200字程度でお願いします
2.送付方法 ①メール taisyOkusya@ma‖ .gooone.jp

②郵送

③FAX 027-327-2626
◆追加を希望される記事、項目をお知らせください ◆リモートで楽しめるサークル活動を募集いたします
なお、応募いただいた原稿については紙面の都合により掲載できないこともあります。

また、原稿や写真は返却できませんので予めお断り申し上げます。次号112号の締め切りは8月 31日です

私たちの顧間弁護団が無料で対応

★電話・面会による相談★

どちらも、山田謙治法律事務所へ直接電話をして、

①所属組織、②氏名を告げて申し込んでください。

*相談費用は、NTT労組で負担しますが、相談の結果、調停・訴訟等を
進める場合は個人負担となります。

山田謙治法律事務所

編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
そ
の
影
響
で
物
価
の

高
騰
は
止
ま
ら
な
い
。
賃
上
げ
も
ま
ま

な
ら
ず
、
届
い
た
年
金
通
知
書
も
ま
た

ま
た
目
減
り
状
態
。
こ
の
状
況
下
、
追

い
打
ち
を
か
け
た
の
は
黒
田
日
銀
総
裁

の

「家
計
が
値
上
げ
を
受
け
入
れ
て
い

る
」
発
言
だ
。
残
念
な
が
ら
こ
う
い
う

人
が
国
を
動
か
し
て
い
る
の
が
今
の
日

本
。
先
行
き
が
不
安
に
な
る
の
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
。

怒
り
の
矛
先
は
日
前
の
投
票
行
為
し

か
な
い
。
ど
う
か
し
っ
か
り
意
思
表
示

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（祐
）

お気軽にこ相談ください

前橋市干代田町 1-12-7 容(027)235‐0200

令和 4年 7月 1日 ⑩

晰


